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母との約束、夢を追いかけて 

～僕の選ぶべき道は決まっている～ 

 

日本の陸上界を代表する選手と言えば、まずサニブラウン選手が思い浮かぶのではな

いでしょうか。彼は中学時代から全国大会で優秀な成績を残してきました。 

 

しかし全日本中学校陸上競技選手権 2,013 年大会、サニブラウン選手が中学 3 年とし

て迎えたこの大会で、優勝をしたのは別の人物だったのです。 

 

サニブラウン選手を抑え、100ｍ・200ｍの二冠を果たしたのが五十幡亮汰
いそば たり ょうた

選手です。 

 

当時の走りを見て、青山学院大学陸上部の原晋監督は 

「足の回転が素晴らしい。全国レベルで見ても群を抜いている」 

 

陸上競技の日本代表、藤光謙司選手も、 

「優勝はしたものの、まだまだ荒削りな印象を受けた。これから 

練習を重ねればもっと活躍できる選手になると思いました」 

 

とコメントしています。そんな五十幡さん、その後はどうなったのでしょうか。 
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全中優勝、2 冠達成と輝かしい記録を残した五十幡さんですが、高校入学以降の陸上競

技記録上位者リストには彼の名前が一切ありません。陸上界期待の選手に何が起こった

のか、怪我か？もしや海外の学校に留学？などいろいろと噂されました。 

 

2 冠達成後、彼のもとには有名校 10 校以上からオファーが来ていました。その中には

日本人初、夢の９秒台を記録した桐生選手が通った京都・洛南高校の名前もあったそう

です。しかし、彼が選んだ道は 

 

「高校では陸上をしません。僕は野球をします」 
 

なんと彼は怪我をしたわけでも、留学をしたわけでもなく、陸上を辞めていたのです。 

 

亡き母との約束を果たすため、夢に向かって 

 

埼玉県行田市で生まれた五十幡さんは、小学１年生の時に「行田東フェニックス」と

いうチームで野球を始めます。お母さんは息子の野球をする姿が大好きでした。わが子

がヒットを打とうものなら、飛び跳ねてキャーキャー言うほど喜んだそうです。 

 

・・しかし、そんなお母さんは末期のガンに侵されていました。 

 

入退院を繰り返しながら、一時退院の時には息子の野球の話を聞くことがとても楽し

みでした。そして五十幡さんが小学 3 年生の時、一時退院を許されたお母さんは、自宅

のベッドでわが子と一緒に寝ていました。そしてそのまま、わが子の隣で静かに息を引

き取ったのです。 

 

悲しみに暮れる五十幡さんは何に対してもやる気が起こらず、続けてきた野球も辞め

ようかと思っていました。しかし母の死から 3 日後、生前お母さんが残してくれた手紙

を見つけます。 

 

『お母さんは野球をしている亮汰が大好きです。 

頑張ってプロ野球選手になってください』 
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その手紙を読んだ時、五十幡さんの夢は決まりました。 

 

学校の野球部は、中学校までは軟式ボール、高校以降は硬式ボールを使用します。五

十幡さんは将来を見据えて、中学の部活ではなく硬式野球の東京神宮リトルシニアに所

属する一方、野球のプラスになればという思いで学校の陸上部にも所属し、二足のわら

じで頑張りました。その結果、陸上競技で全国優勝を果たすのです。 

 

「僕にはお母さんとした約束があります。なので迷うことは 

ありませんでした。僕には決まった道しかなかったのです」 
 

その思いがあったので、陸上で頂点を極めても、高校は迷いなく野球に打ち込むとい

う選択ができたのです。実は陸上の２冠達成と同年、野球の方でもアジアチャレンジマ

ッチ 2,013 年、U15 の侍ジャパンのメンバーにも選出されていました・・すごい (^^;） 

 

高校は栃木県の名門、佐野日大に進学するも３年間甲子園に出場することはできませ

んでした。しかし中央大学（しかも偏差値 70 越えの学部）に入学後、早々ベンチ入りメ

ンバーに抜擢され、今やチームの中心メンバー。俊足と強肩が特徴で、首位打者争いを

し、今年のベストナインにも選出されたのだとか。そして来年のドラフト候補選手とし

て野球雑誌にも名前が出るほどになりました。 

 

ちなみにバッティング後の一塁ベース到達タイムは 3.7 秒、このタイムはあのイチロ

ー選手の全盛期とほぼ同タイムなのだそうです！ 

 

ぜひ夢のプロ野球選手になって、活躍している姿をお母さんに見せてあげてほしいと

思います。 

 

僕の夢は、家族への恩返しでもある 

 

五十幡さんが中学時代に所属していた東京神宮シニアの練習場は、自宅から車で約１

時間かかる遠隔地だったため、練習がある日は朝の４時に家を出ることもあったそうで

す。父は仕事で疲れているにも関わらず、毎週末五十幡さんを練習場へ送り迎えしてく

れました。 
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お母さんが亡くなった後、父・一つ年上の姉・五十幡さん３人の生活は、いつの間に

か五十幡さんの野球中心の生活になっていました。 

 

「僕中心の生活になってしまったせいで、姉は休みの日でも父と一緒に出掛けること

ができなかった。父と姉には大変な迷惑をかけてきました。必ずプロ野球選手になって、

恩返しをしたい気持ちでいっぱいです」 

 

五十幡さんは、母との約束、そして家族への恩返しの気持ちで、今日も夢に向かい突

き進んでいるのです。 

 

今ある環境は「あたりまえ」ではない 

 

ところで「あたりまえ」の反対言葉ってなんだか知っていますか？ 

 

正解は「ありがたい」です。 

 

ありがたいは漢字で「有難い」、つまり「有ることが難しい、まれである、奇跡である」

という意味です。したがって、その反対言葉は「あたりまえ」となるのです。 

 

「子供が元気に成長してくれている」 

「自分を必要としてくれる会社や家庭がある」 

「安心して暮らせる家がある」 

 

・・などなど、挙げだすとキリがありませんが、これらのあたりまえと思えることも、

実はありがたいことなのです。 

 

五十幡さんは、小学 3年生で大好きだったお母さんと悲しい別れを経験したことで、「目

の前の日常はあたりまえじゃない、ありがたいことなんだ」ということに気づけたので

しょう。だからこそ、母と約束したからという理由だけではなく、父や姉が自分たちの

ことは後回しにしてまで、自分をサポートしてくれたことへの感謝の気持ちが、夢に突

き進む原動力になっているのでしょう。 
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「夢を持つ」って「職業を決める」ってことですか？ 

 

これまで MAC NEWS では何度も「夢を持つこと」の重要性を書いてきました。 

 

人に「やれ」と言われたことは途中で投げ出しますが、自分が決めた夢ならば、諦め

ることなく最後まで頑張りぬくことができます。（これはイチロー選手や植松努さんが仰

っていましたね） 

 

しかし、だいたい子供の夢の話になると、 

 

「そんな夢みたいなこと言ってないで、もっと現実的なことを考えなさい！」 

「そんな夢で生活していけるの！？」     ・・という会話になってしまいます。 

 

大人はどうしても「夢＝職業」で考えるので、子供の夢を否定しがちです。そうなる

と子供たちは夢を持てなくなります。夢を持てない子は、途中で物事を投げ出す、すぐ

あきらめる、否定的な発言が増えるようになる可能性が高くなるのです。 

 

子供たちをそんな子にさせないためにも、将来的にその夢で生活ができるかどうかは

別として、とりあえず子供の間に描く夢は「夢≠職業」で良いのだと思います。 

 

その一方で、夢を持つことは確かに大切なのですが、まだ夢が無いという人は焦って

無理矢理に夢を持たなくても良いと思います。 

 

例えば、受験を控え初めて自分で進路を決めることとなる中 3 ならまだ 15 歳です。 

 

今後の一生を捧げる夢を決めるには、15 年という月日は十分な期間とは言えないから

です。また、人は年を重ねると考え方も変わります。だから夢は途中で変えても良いの

です。そう思うと、少し夢に対するハードルが下がる気がしますね。 

 

育脳寺子屋では、子供たち 1 人 1 人が自分にとっての幸せが何なのか理解し、自分自

身で自分の夢（未来）を決められる子に育ててあげたいと思っています。ご家庭でも我

が子の夢（未来）に否定的な発言をしないよう、ご協力をお願いいたします。 
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